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沼ノ端拓勇樹林地区指定からこれまでの保全事業の経過 

 
 
 
当初指定  昭和５５年 明野川の周辺の林野庁の用地を市が買取り指定 

 
 
平成７年   北海道による明野川の河川改修や沼ノ端鉄北地区区画整理

事業により移転を余儀なくなり、審議会での諮問・答申を受

けて平成７年に現在地に指定・変更 

 
その後数年  保全維持管理も特段必要の無い状態で、区画整理事業が本格

的に始まり、道路や上下水道など宅地造成が入るまでは特に

問題にならずに経過 

 
平成 10 年代～ 住宅が張り付き始める。平成１６年の台風１８号により、倒木

の被害を受けるも、出来るだけ人の手を加えない自然風致を基本

的考えとして、平成１３年より実施の外縁部３ｍ程度の下草刈り

を継続するのみで様子を見る。 

 
平成 20 年   風倒木自体も腐朽が進み、防犯、防災上好ましくない状況にな

ったため、地域町内会に相談し、風倒木のみを処分。周囲の電線

に接触し危険な状態の樹木について、最小限の範囲で剪定をおこ

なう。 

 
平成 21 年   緊急雇用対策事業を活用し、樹種等を確認しながら間伐を行な

い、樹林全体の計画的育成をはかり、できうる限り指定時の｢勇払

原野｣の状態を維持するため、現状で５年程度は手を入れなくても

良いくらいの間伐整備を実施する。 

 
平成 30 年  『自然と地域の調和を保つため、有識者の意見を踏まえ、自然環

境保全地区である拓勇樹林の整備を進める』ことが市長公約（市

政に臨む基本方針）において示される。 
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【着工前】

〇拓勇樹林地区　風倒木伐採等処理状況

【完了】

【着工前】 【完了】

【着工前】 【完了】

11



12



【着工前】 【完了】

【着工前】 【完了】

【作業状況①】 【作業状況②】

〇勇払川旧古川地区　藻刈状況
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自然環境保全地区 看板 
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若草小学校保存林

S61.10.1 H16.10.6

指定当時 台風倒木後 内枯木 伐採後 内枯木 伐採後 内枯木 伐採後 内枯木 伐採後

ハルニレ 97 97 95 3 92 92 2 90 90 90 90 2 88

ニセアカシア 20 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1

ネグンドカエデ 9 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 0

ハンノキ 9 7 7 1 6 6 6 6 1 5 5 1 4

ドロノキ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

シラカバ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

合 計 140 113 111 5 106 106 2 104 104 1 103 103 5 98

樹 種 H20.10.22 H23.10.22 H24.10.18 H28.2.24

本 数

2
9
1
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